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世帯数
9月1日現在11

8，012(+13) 

人 口 22，636(+17)

男 10，830(+3) 11 
女 11，806(+14)
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『町民体育館・アスレチックジム』

霊柿募集
11月30日締め切り

---EFE

，E

・・F
E

• 
... ，‘.』同・

E
E

，F
-
-
E
h
v

h
v
h
-
-
a
E
v
b
 

完成予想図

重
信
町
総
合
公
園
の
隣
に
建
設

中
の
体
育
館
と
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ジ

ム
が
、
平
成
十
一
年
度
か
ら
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。
今
目
新
し
い
施
設

に
ふ
さ
わ
し
い
愛
称
を
皆
さ
ん
か

ら
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

町
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
ま
た

は
働
い
て
い
た
り
、
通
学
し
て

い
る
人

応
募
方
法

は
が
き
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

勤
務
先
(
学
校
名
)
・
電
話
番
号
・

二
つ
の
施
設
を
あ
わ
せ
た
愛
称

(
一
点
)
を
書
き
、
左
記
ま
で
ご

応
募
下
さ
い
。

応
募
及
び
問
い
合
わ
せ
先

干
七
九
一

l

O
二
九
二

重
信
町
大
字
志
津
川
九
七
二
番
地

重
信
町
役
場
都
市
整
備
課

富
九
六
四
|
二
O
O
一
間

内
線
四
一
一
了
四
二
一
一

応
募
締
め
切
り

平
成
十
年
十

一
月
二
干
日
叩
必
着

そ
の
他

・
採
用
さ
れ
た
方
に
は
、
図
書
券

(
一
万
円
)
を
差
し
上
げ
ま
す
。

な
お
採
用
し
た
愛
称
が
複
数
の

場
合
は
、
抽
選
し
ま
す

0

・
採
用
し
た
愛
称
の
著
作
権
等
の

権
利
は
、
重
信
町
に
帰
属
し
ま

す。
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重
信
の
祈
り
展

紹

介

そ

の

2

町
内
に
残
る
、
ま
た
消
え
去
ろ

う
と
し
て
い
る
祈
り
を
、
四
十
七

枚
の
パ
ネ
ル
と
六
十
二
点
の
資
料

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
は
無
住
と
な
っ
て
い
る
山
之

内
黒
瀧
の
龍
神
社
の
金
幣
の
汚
れ

を
除
く
と
、
出
て
き
た
文
字
は
「
慶

安
八
年
・
黒
瀧
・
天
瀧
」
他
の
文
字
。

つ
ま
り
三
百
五
十
年
前
の
一
級

資
料
と
い
え
る
も
の
。

道
標
も
初
め
て
お
知
ら
せ
で
き

る
も
の
な
ど
、
地
味
で
す
が
初
公

開
の
も
の
も
幾
っ
か
。

十
月
の
休
館
日

1・

0
・
2
.
8
・
9
.
6
・
1
2
4

E

、.
4
E
.
4
E
.
4
E
.
4
E
.
司
4
.
q
u
E
L

瞳

E
E
E

・'・
F
-
w
h
'
v
h
-
a
v



開
問
嗣
園
開
閉
州
嗣
凶
凶

3 広翠以正己ぷ
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高橋幾八氏

第
百
六
十
九
回
重
信
町
議
会
定

例
会
は
、
九
月
十
七
日
に
招
集
さ

れ
、
九
月
二
十
五
日
ま
で
九
日
間

の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
二
億
七
千
五
百
二

十
六
万
二
千
円
(
累
計
百
二
十
億
八

千
七
百
九
十
二
万
九
千
円
)
の
補
正

予
算
等
、

十

一
議
案
を
可
決
・同
意

1
レ
宇
491レ
h
~

。

議
員
提
案
に
よ
る
「
道
路
関
係
予

算
の
確
保
及
ぴ
道
路
特
定
財
源
制

度
の
堅
持
等
に
関
す
る
意
見
書
」に

つ
い
て
採
択
し
、
政
府
関
係
機
関

に
提
出
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
五
名
の
議
員
か
ら
、

環
境
問
題
、
教
育
問
題
、
福
祉
問

題
、
市
街
化
区
域
の
問
題
、
道
路

問
題
等
多
方
面
に
わ
た
っ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

最
終
日
の
二
十
五
日
に
は
、
申

し
合
わ
せ
任
期
満
了
(
二
年
)
に
伴

う
選
挙
で
、
議
長
に
高
橋
幾
八
氏
、

副
議
長
に
松
下
高
繁
氏
が
当
選
し

ま
し
た
。

議長松下高繁氏副議長

同
四
百
草
誠
-
一
一
-
嶋
田
・

h
U
U
R
E
-
-司
旗
聡

E
L吋

冒
自
国
語

E
i
r
-
-
E
R舞
日

。
教
育
委
員
の
任
命
に
つ

O
監
査
委
員
の
選
任
に
つ

い

て

い

て

高
橋
謙

一
氏
の
任
期
満
了
に
伴
辞
任
に
伴
う
議
会
選
出
の
監
査

い
、
同
省
吾
氏
(
田
窪
)
の
任
命
に
委
員
に
、
渡
部
清
春
氏
を
選
任
す

同
意
し
ま
し
た
。

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
主
な
も
の
は
次
の

と
お
り
で
す
。

。

一
般
会
計
補
正
予
算

。
地
方
改
善
事
業
費

一
億
五
千
四
百
四
十
二
万
二
千
円

。
道
路
橋
梁
新
設
改
良
費

五
千
九
百
二
十
三
万
二
千
円

。
町
民
体
育
館
建
設
費

三
千
六
十
七
万
三
千
円

。
重
信
町
総
合
公
園
園
路

広
場
工
事
川
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

重信町議会の構成(委員会別)

幾人(南野田)
高繁(上林)

藤田群可
問多 正
高須賀徳
牧 清行
大森隆茂
森 忠能

高橋
松下

。
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
推
薦
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
人
権
擁
護
委

員
に
、
八
木
光
秋
氏
(
牛
測
)
、
橘

茂
喜
氏
(
志
津
川
)
、
末
光
良
男
氏

(
志
津
川
)
を
そ
れ
ぞ
れ
推
薦
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

。
常
任
委
員
の
選
任
な
ど

任
期
満
了
に
伴
う
常
任
委
員
の

選
任
等
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
東
温

消
防
等
事
務
組
合
議
員
、
川
内
町

重
信
町
衛
生
組
合
議
員
の
選
挙
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
議
会
構
成
は
左
記
の
と

お
り
で
す
。

竹市多賀雄
藤 田 恒 心
浜田卯三郎
渡部清春
Ll.J内良一

石丸 敏 雄
諸伏静江
丹 生 谷 操
窪田定靖
松 下 高 繁

渡部

吾
強
徳
夫
通

章

茂

正

議長
副議長
総務委員会
委員長
副委員長
委 員

産業建設委員会
委 員 長
副委員長
委 員

文教委員会
委員長
副委員長
委 員

監査委員
東温消防組合

議 員 浜田卯三郎
。 山内良 -
o 森 忠能
ク 藤田恒心

JlI内重信衛生組合
議員 大酉

松下
ク 大森

j青春

徳
通
茂

茂

隆

貞
伯
西
伯
下

森
佐
大
佐
松

厚生委員会
委員長
副委員長
委 員
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わが国では急速な高齢化とともに、介護の問題が老後の最大の不安

要因となっています。

介護が必要になっても、残された能力を活かして、できる限り自立し、

尊厳を持って生活できるようにすることは国民共通の願いですが、現実

には家族だけで介護を行うことは非常に困難になっています。

介護保険制度は、介護を社会全体で支え、利用者の希望を尊重した総

合的なサービ‘スが安心して受け5れる仕組みを創ろうとするものです。

-国、県等は、財政面及び事務面から市町村を支援します。

-要介護認定の申請の受付は、平成11年10月頃からはじまります。

(介護保険に加入するのは、aeJ緩以上の人です。 t
.65歳以上の人(第1号被保険者)と40歳以上65歳未満の医療保険に加入し

ている人(第2号被保険者)が介護保険に加入します。

65歳以上の人(第1号被保険者)
・第1号被保険者の保険料は所得に応じた額になります。

その額は市町村の介護サービスの水準に応じて高くなったり、低くな

ったりします。

・第1号被保険者で年金額が一定額以上の人は年金から天引きされます。

それ以外の第1号被保険者は個別に支払います。

40歳以上65歳未満の人(第2号被保険者)
・第2号被保険者の保険料は加入している医療保険によって異なります。

その額はそれぞれ加入している医療保険の算定方法により決まります0

・第2号被保険者は現在、支払っている医療保険料と一括して支払います。

健康保険では、
・保険料は給料に応じて、高くなったり低くなったりします0

・保険料は、事業主と折半になります。
・健康保険の被扶養者は、加入している医療保険の被保険者が皆で保険料を負担

することになりますので、直接の保険料の負担はありません。

国民健康保険では、
・保険料は所得、資産等に応じて、高くなったり低くなったりします0

.保険料と同額の国庫負担があります。

第1号被保険者 第2号被保険者

対象者 65歳以上の人
40歳以上65歳未満の医療保;険に加

入している人

-寝たきり・痴呆などで入浴、排 初老期痴呆、脳血管障害など、老

せつ、食事などの日常の生活動 化にともなう病気によって介護等

給付の対象者 作について常に介護が必要な人 が必要となった人

.家事や身じたく等の日常生活に

支援が必要な人

保険料
所得段階に応じて市町村ごとに設定 加入している医療保険の算定方法

に基づいて設定

-年金額が一定額以上の人は、年 医療保険料と一括して支払い

保険料の 金から天引き

支払方法 .それ以外の人は市町村に個別に

支払い

役場福祉課富964-2001制"“…'
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在宅サービス
。訪問介護(ホームヘルプ)

。訪問入浴

。訪問看護

。訪問リハビリテーション

0日帰りリハヒ、リテーション

(デイケア)

。居宅療養管理指導

(医師歯料医師による訪問

診療など)

O日帰り介護

(デイサービス)
。短期入所生活介護

(ショートステイ)

0短期入所療養介護

(ショートステイ)

0痴呆対応型共同生活介護

(痴呆性老人のク、ループホ

ーム)

。育料老人ホーム等におけ

る介護

。福祉用具の貧与・購入賞の

支給

く〉住宅改修費の支給

(手すり、段差の解消芯ど)

L五主Eしげのぶ

圃固
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要介護認定とサービスの利用方法

勾空宇
在宅介護サービス

介護が必要な
高
齢
者

巴多

母

⑨空¢

介護保険施設
。介護老人福祉施設

(特別養護老人ホーム)

。介護老人保健施設

(老人保健施設)

。介護療養型医療施設

-療養型病床群

者人性痴呆疾患療養病棟

.介護力強化病院

(施行後3年間)

介護保険施設

量刃
mω 

介護サービス計画

(iii115i?52苦言)

議為
定

介護認定審査会
(保健・医療・福祉の学識経験者による判定)

訪問調査の結果と、かかりつけ医の意見書に墓づき、
要介護状態・要支援状態か否か、及びその程度を判定します。

市
町
村

-本人や
家族などが申請

&え
訪問調査

(欝建言語詩的
かかりつけ医
の意見書

.寝たきり、痴呆などで常に介護を必要とする状態(要介護状態)になったり、常時の介護までは必要な

いが、家事や身じたく等、日常生活に支援が必要な状態(要支援状態)になったとき、介護保険からサ

ービスを受けることができます。

-寝たきりや痴呆などの要介護状態、または、要支援状態にあるか否か、及び介護の必要度(要介護度)

を判定してもらうため、市町村に要介護認定の申請を行う必要があります。

・認定されると、申請日以降に利用したサービスについて給付が受けられます。
・要介護認定は一定期間ごとに見直しがあります。また重度になったときは、期間の途中でも要介護度を変更しでも

らえます0

・申請を行うと、市町村の職員、または市町村の委託を受けた施設や事業者の職員(介護支援専門員)が家庭にうかが

い、心身の状況などの調査をします。その調査結果とかかりつけ医の意見書をもとに、保健・医療・福祉の専門家からな

る審査会で判定し、その結果に基づいて通知がきます。

L旦己負担IE用者負担)は1舗です。 】
.介護保険のサービスを利用した場合、利用者はかかった費用の1割を負担します。また、施設入所の

場合、食費は医療保険と同様の利用者負担があります。
なお、 1割負担カf高額になる場合、自己負担の上限を設定します(高額介護サービス費)。

低所得者には高額介護サービス費や食費負担について、低い額を設定することにしています。

介護保険制度に関する問い合わせ先ー......・4争



ア
メ
リ
カ
で
学
ん
だ
こ
と

ツインピークスで(前列右から2人め)

ア
メ
リ
カ
へ
行
く
前
、
僕
は
次

の
よ
う
な
こ
と
を
、
目
標
に
し
ま

し
た
。
日
本
の
よ
さ
、
ア
メ
リ
カ

の
よ
さ
を
、
肌
で
実
感
す
る
こ
と

が
、
一
つ
の
目
標
で
す
。
も
う
一

つ
は
、
た
く
さ
ん
の
友
達
と
友
情

を
、
深
め
る
こ
と
で
す
。
こ
の
こ

と
を
思
い
、
い
ざ
、
ア
メ
リ
カ
へ

と
向
か
い
ま
し
た
。

九
時
間
半
の
フ
ラ
イ
ト
を
終
え

ア
メ
リ
カ
の
大
地
を
、
ふ
み
ま
し

た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
と

て
も
寒
か
っ
た
で
す
。
到
着
し
た

の
は
午
前
十

一
時
で
し
た
。
日
本

時
間
は
、
深
夜
二
時
。
こ
の
時
初

め
て
、
時
差
と
い
う
も
の
を
、
感

ド
〕
宇
品
、
十
一v
h
~

。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
サ
ク

ラ
メ
ン
ト
へ
移
動
し
ま
し
た
。
こ

こ
は
、
と
て
も
自
然
豊
か
で
し
た
。

サンフランシスコ市重
信
町
で
は
、
中
学
生
に
海
外

生
活
体
験
を
通
し
て
広
く
世
界
に

は
ば
た
い
て
も
ら
お
う
と
、
近
隣

市
町
村
と
連
携
し
て
海
外
派
遣
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
重
信
中
学
校
二
年

の
高
須
賀
功
喜
さ
ん
と
同
・
永
野

咲
さ
ん
が
、
七
月
末
か
ら
八
月
初

重
信
中
二
年

高
須
賀

功
喜

姉
妹
都
市
協
会
の
人
の
、
温
か
い

出
迎
え
で
、
こ
こ
で
の
約
十
一

一日

間
の
生
活
に
、
胸
が
弾
み
ま
し
た
。

現
地
の
人
は
、
「
ア
メ
リ
カ
で
は
、

気
温
を
摂
氏
で
は
な
く
華
氏
で
表

し
ま
す
。
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
は
、
華

氏
百
二
一度
、
摂
氏
約
四
十
度
で
す
。」

と
三一
口
っ
て
い
ま
し
た
。
着
い
た
と

き
は
、
湿
気
が
な
く
、
摂
氏
三
十

五
度
く
ら
い
で
し
た
。

サ
ク
ラ
メ

ン
ト
で
の
二

日
間
の
寮
生

活
や
、
観
光

ぺ
〈

を
終
え
、
今

回
の
メ
イ
ン

企

イ
ベ
ン
ト
、

ホ
ー
ム
ス
テ

司

ィ
が
始
ま
り

司

ま
し
た
。
僕

の
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
は
、
オ
マ
ー
さ
ん

一
家

で
四
人
家
族
、
両
親
と
八
歳
と
四

歳
の
男
の
子
で
し
た
。
オ
マ
ー
さ

ん
た
ち
に
は
と
て
も
や
さ
し
く
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
好
き
な
よ

う
で
、
よ
く
い
っ
し
ょ
に
し
ま
し

た
。
夜
八
時
ご
ろ
し
ま
し
た
が
、

ま
だ
、
あ
た
り
は
ほ
の
明
る
か
っ

た
で
す
。
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。
英
語
の
方
は
、
な
か
な
か
、

難
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
が
、
ゆ
っ
く
り
言
っ
て

く
れ
た
の
で
、
と
て
も
、
安
心
し

ま
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご
し

た
十
日
間
は
、
自
分
に
と
っ
て
、

と
て
も
よ
い
経
験
で
し
た
。
そ
し

て、

一
生
の
宝
物
と
な
り
ま
し
た
。

海
外
体
験
を
終
え
て
、
ア
メ
リ

カ
の
よ
さ
は
、
自
由
で
、
自
分
の

意
見
が
、
尊
重
で
き
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
友
達
と
の
友
情
も
深

ま
り
、
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。

こ
の
よ
う
な
体
験
は
、
自
分
を
ひ

と
回
り
、
大
き
く
し
て
く
れ
た
よ

う
に
思
い
ま
し
た
。

すてきな思い出をくれたホストマザー

燃
や
さ
な
い
ご
み
の
分

'-

別
収
集
が
始
ま
っ
て
か
ら
、

…

半
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

…

各
地
区
と
も
、
管
理
し
ゃ

"

す
い
よ
う
に
集
積
場
を
整

す

備
し
た
り
、
分
別
に
つ
い
て

酌

の
現
地
指
導
を
し
た
り
と
、

聞

各
地
区
役
員
さ
ん
を
は
じ

進

め
と
す
る
住
民
の
皆
さ
ん

恨

の
努
力
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど

野

の
方
が
ル
i
ル
を
守
っ
て
出

船

す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

保

し
か
し

一
方
で
は
、一

働

部
の
方
が
、
出
す
日
時
を

お

守
ら
な
か
っ
た
り
、
き
ち
ん

月

と
分
別
し
て
出
し
て
い
な
か

ωー‘



• 

咲
さ
ん
が
、
七
月
末
か
ら
八
月
初
.

ま
だ
、
あ
た
り
は
ほ
の
明
る
か
戸

目

と
交
問
か
ー
し
て
は
μ
1そ
し
ナ
?
刀

め
の
約
二
週
間
余
り
、
そ
れ
ぞ
れ

ア
メ
リ
カ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を

訪
問
し
ま
し
た
。

現
地
で
は
、
ホ

l
ム
ス
テ
イ
を

し
た
り
、
青
少
年
と
活
発
な
交
流

を
行
っ
た
り
と
多
く
の
貴
重
な
体

験
を
し
て
こ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
思
い
出
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

∞君。
2
k
p
z巴
g
E
m

ー
甘
い
思
い
出
l

重
信
中
二
年

永
野

咲

夕食のあとシドニー市内で(前列右端)

飛
行
機
の
中
で
一
夜
を
過
ご
し
、

日
本
と
は
全
く
逆
の
真
冬
の
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
到
着
し
ま
し
た
。

真
冬
と
い
っ
て
も
、
日
本
の
春

く
ら
い
で
し
た
が
、
日
差
し
が
日

本
の
五
倍
も
強
く
、
痛
い
ほ
ど
で

し
た
。私

の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、

パ
l
ジ
ャ
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
し
た
。

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
十
九
歳

の
カ

l
ロ
リ
ナ
、
十
四
歳
の
コ

l

ネ
リ
ア
、
そ
し
て
、
シ
ェ
パ
ー
ド

の
ユ

l
タ
l
の
計
四
人
十
一
匹
で

し
た
。平

日
は
妹
の
コ

l
ネ
リ
ア
と
日

本
よ
り
速
く
て
大
き
な
電
車
に
乗

っ
て
学
校
に
行
き
ま
し
た
。

をれとのしルは抜しタピでに .A1¥ - ilJikJ 帰 せれべーイ
休見ても夜たを何きた食は、は d金型ー1 ‘ 宅午らなま緒 l十
日巳いあはり使種をり後、夜タ .1.==41 ...‘ h.し後れいしにタ時
は 千丁つつ、しつ 類 集 、 は 日 が 食f=:;-1¥ ."号明 .' " まコま事た持イ半
、ってて明まて もめデ、本長で'l'EII 司、~~ ~~~ t lnす 扉 し に

士たも、日し、のたイイほくす 雪 JJ J~Lぺ ~ 1¥' 70 まだ、日てがは
日りらボがたククりカンど戚 O ヒ ffdf7a L・....fl'そで た 本 き あ
で=つ I 休 O レリ、プタは 'E と 、r.~ しの だでたりモ

手たリみまン lおリ i見まて 九蝿ι~ て授 、はお、 l
テ れンとたジム 姉 オ ネ な す も 、~~ 五 業 あ、菓ラニ
1 )号、グい金ンやさのッい O 早 、〓圃V一 時を 然 考 子 ン ン

夜 にう曜グ ジん切トのテい て・5 半終 とえをチグ
パ 景連こ日をエ と り を ¥ レ の 、.，.. 頃え さら食とテ

コーネリア(ホストパテεィ)と一緒に電車で通学

ー
ク
で

一
日
中
遊
ん
だ
り
、
ピ
ー

チ
の
岩
場
を
と
ぴ
ま
わ
っ
た
り
し

ま
し
た
。
私
達
は
、
本
当
の
姉
妹

に
な
っ
た
気
分
で
し
た
。
会
話
は

五
十
%
で
も
心
は
百
%
通
え
あ
え

た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
言
葉
で
は
、
言

い
つ
く
せ
な
い
思
い
出
が
あ
っ
た

分
、
別
れ
は
、
と
て
も
つ
ら
か
っ

た
で
す
。
別
れ
は
笑
顔
で
、
と
必

死
に
こ
ら
え
て
い
た
涙
も
パ
ス
に

乗
り
込
ん
だ
と
た
ん
、
あ
ふ
れ
出

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行

く
こ
と
が
で
き
て
、
ま
た
、
第
二

の
家
族
に
出
会
え
て
、
本
当
に
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
変
身
し

た
私
の
第
二
の
ふ
る
さ
と
で
す
。

っ
た
り
す
る
た
め
に
、
大
変

迷
惑
し
て
い
る
地
区
も
あ

り
ま
す
。

燃
や
さ
な
い
ご
み
だ
け

で
な
く
、
燃
や
す
ご
み
や
粗

大
ご
み
を
出
す
時
は
、
必

ず
、
決
め
ら
れ
た
場
所
・
日

時
に
、
分
別
を
守
っ
て
出
し

て
下
さ
い
。

冬の海へ、でも日本ほど冷たくありません(右端)

e票、
例

ゆとりの心"確かな安心

ベットボトルとその他のものが

一緒に入っています

“労働保険ーー........
その他の燃やさないごみの中に
金属が入っています
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生活習慣病を予防しましょう

脳血管疾患(脳卒中)
19，568，920円

(10.1%) 

〔成人病から生活習慣病へ〕
これまで成人病と呼ばれていた病気は、その発症

に不規則な生活習慣の積み重ねが大きく関係してい

ることから、実態にあわせて生活習慣病と呼ぶこと

になりました。生活習慣病と呼ぶことで生活習慣改

善につとめるとともに、健康づくりを心がけるよう

になることが期待されています。

高血圧症
12，167，720円

(6.3%) 

〔生活習慣病と医療費〕
上のグラフは重信町国民健康保険医療費の内訳

(平成9年5月分)です。これを生活習慣病ごとにみ

てみると、がんにかかる医療費の割合が最も高く、

次いで脳血管疾患、高血圧症と続き、その合計額は

約82，286千円となります。生活習慣病にかかった医

療費(国民健康保険医療費のうち、薬局でかかった

医療費を除いたもの)は、全体の医療費の約43%と

高い割合を占めていることがわかります。

糖尿病
11，146，390円

(5.8%) 

腎臓病
10，942，710円

(5.7%) 

貧血性心疾患(心臓病)

仁コ生活習慨

重信町国民健康保険医療費の内訳
資料「愛媛の国保病類別総計」より抜粋

その他
111，227，000円

(57.4%) 

〔健康づくりを応援します〕
国民健康保険では、健康づくりの一環として、ウ

ォーキングをする際の反射テープ付きタスキの配布

や各種スポーツ大会の後援を行っております。また、

健康生活相談や健康教室等も行っておりますので、

積極的に活用してください。

樹園・・皿・・ーーー圃・・・・・園園田園唱・ー・・・ーーーー圃圃・・醐・・・・圃・ーーーー・・ーー・ーー・・圃・・ー圃・圃・・・・四・園田圃園田園圃圃・ーーーー

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
を

受
け
て
い
る
皆
さ
ん
ヘ

振
込
(
支
払
)
通
知
書
が

年
一
回
に
な
り
ま
し
た
。

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
を
受
け

て
い
る
皆
さ
ん
、
二
ヵ
月
毎
に
年

に
六
回
年
金
を
支
払
う
都
度
お
送

り
し
て
い
ま
し
た
年
金
の
振
込
通

知
書

・
支
払
通
知
書
が
、
六
月
か

ら
年
一
回
に
な
り
ま
し
た
。
年
金

の
支
払
い
回
数
は
、
年
六
回
で
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

毎
年
六
月
に
、
一
年
間
(
六
月
・

八
月
・十
月
・十
二
月
・二
丹
・
四
月
)

の
各
支
払
日
及
び
年
金
額
を
ま
と

め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
た
だ
し
、

郵
便
局
窓
口
で
支
払
を
受
け
る
方
、

J
T
-J
R
-N
T
T
の
国
家
公
務

員
共
済
組
合
法
に
基
づ
く
共
済
年

金
受
給
の
方
に
つ
い
て
は
今
ま
で

ど
お
り
年
六
回
送
付
さ
れ
ま
す
。

物
価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
改
定
以

外
の
支
給
額
の
変
更
、
支
払
機
関

を
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
都

度
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

老
人
保
健
で

医
療
を
受
け
る

あ
な
た
へ

重
信
町
の
平
成
九
年
度
老
人

医
療
受
給
者
数
は
、
二
千
六
百

十
五
人
で
医
療
費
は
二
十
二
億

九
千
二
百
四
万
円
で
前
年
度
よ

り
六

・
四
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し

て
い
ま
す
。
ま
た

一
人
当
た
り

の
医
療
費
で
み
る
と
八
十
七
万

六
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

普
段
か
ら
、
健
康
づ
く
り
に

留
意
さ
れ
医
療
費
の
低
減
に
今

ま
で
同
様
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

窟 (0898)41-9640(1"¥;)まで"““"“詳しくはE 
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集

コ
hud

国
民
句

J

仙川市川

J
H
一
一
仙
川
口
日
一
日

圃
E
ヨ守

よ
仁
「
以
一
J
y
h
h叶
h
h
u
u
v
u
A
し…一一…一一川~日ト
UYA一お与え川

J

ス
~
=
¥
Z
U
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計

恥
土

収
録
項
目
は
約
六
百
コ

l
ド
で
す
。
ぴ
出
し
て
く
だ
さ
い
。
後
は
コ
ン

…字

解
説
の
テ
l
マ
と
そ
の
コ

l
ド

ピ

ュ

i
タ
ー
が
ご
案
内
し
ま
す
。

校

番
号
は
「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
1
コ

ま

た

、

タ

ッ

ク

ス

ア

ン

サ

l
で

尚子

l
ド
表
」
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
は
、
解
説
丈
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
サ

回貝

い
ま
す
。
コ

l
ド
表
は
税
務
署
や

l
ピ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。

海

役
場
税
務
課
の
窓
口
で
お
尋
ね
く
な
お
、
「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
l
コ

方

だ
さ
い
。

l
ド
表
」
は
、
こ
の
フ
ア
ク
シ
ミ

波

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
l
の
ご
利
用
リ
サ
ー
ビ
ス
で
も
入
手
す
る
こ
と

方
法
は
大
変
簡
単
で
す
。
お
聞
き
が
で
き
ま
す
。
(
コ

l
ド

h
o
o
一

に
な
り
た
い
コ

l
ド
番
号
が
見
つ

O
)

か
っ
た
ら
、
電
話
で
あ
な
た
の
お
ご
利
用
の
多
い
タ
ッ
ク
ス
ア
ン

近
く
の
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
l
を

呼

サ

l
コ
l
ド
番
号
は
、
上
表
の
と

お
り
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
お
試

し
く
だ
さ
い
。

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ

i
(松
山
)

冨
九
二
一
l
l
七
七
九
九

B

V

J

RX'骨二
X
げに

いいいん
J
u
h
u
窓
口

hr

円
山一

XMAf
-
-
T一泊

F
LExrケ
泊
一燃

料
約
困
問
ヘル

7
y

k
m
x
一九
段

tq一μ認
さ
い
3
2
Z
u
g
-三七九日目

J
I
M
M
m

品川
町
じ

い一MM
川

河

川

:
i一応
滋

l
?

「パ

l
ト

収

入

が

い

く

ら

ま

で

な

い

で

い

た

だ

い

た

方

が

安

心

で

す

。

ら
税
金
が
か
か
ら
な
い
の
?」

同
ヒ
l
ク
の
時
間
帯
を
避
け
て

「

青

色

申

告

の

メ

リ

ッ

ト

は

?

」

税

務

相

談

室

の

ご

利

用

は

、

午

「

親

か

ら

住

宅

資

金

を

援

助

し

て

も

前

十

時

か

ら

十

一

時

と

午

後

二

時

ら
っ
た
ん
だ
が
」
等

々

、

税

金

に

か

ら

三

時

の

間

が

ピ

l
ク
。
こ
の

関

し

て

お

分

か

り

に

な

ら

な

い

点

時

間

帯

を

避

け

て

、

ス

ム

ー

ズ

に

は

あ

り

ま

せ

ん

か

。

相

談

を

。

こ

ん

な

と

き

、

気

軽

に

相

談

で

回

確

定

申

告

期

の

相

談

は

お

早

め

き

る

窓

口

を

紹

介

し

ま

す

。

に

税

務

相

談

室

毎

年
二
月
、
三
用
は
通
常
の
月

の
数
倍
の
相
談
件
数
が
あ
り
、
た

い
へ
ん
混
雑
し
ま
す
。
で
き
る
だ

け
こ
の
時
期
を
避
け
て
、
相
談
は

お
早
め
に
。

一
税
務
相
談
室
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

税
務
相
談
室
は
、
税
金
に
関
す

る
い
ろ
い
ろ
な
ご
質
問
に
お
答
え

す
る
窓
口
で
、
国
税
局
、
国
税
事

務
所
を
は
じ
め
、
全
国
の
主
要
都

市
の
税
務
署
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す。
お
近
く
の
税
務
相
談
室
を
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

広報しげのぶ9 

松
山
税
務
相
談
室

(
松
山
市
若
草
町
四
番
三
号

松
山
若
草
合
同
庁
舎
)

二
電
話
で
も
相
談
で
き
ま
す

税
務
相
談
室
で
の
相
談
方
法
に

は
、
面
接
相
談
と
電
話
相
談
の
二

通
り
が
あ
り
ま
す
が
、
電
話
相
談

は
手
軽
な
の
で
、
忙
し
い
方
や
遠

方
の
方
に
大
変
便
利
で
す
。

富
九
四
六
i
四
五
八
九

こ
の
ほ
か
、
電
話
で
の
相
談
に

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
回
答
す
る
タ

ッ
ク
ス
ア
ン
サ
l
も
ご
利
用
い
た

だ
く
と
便
利
で
す
。

三
税
務
相
談
室
の
上
手
な
利
用

方
法

付
相
談
内
容
を
整
理
し
て

相
談
し
た
い
こ
と
を
あ
ら
か
じ

め
整
理
し
て
お
い
て
、
相
談
漏
れ

の
な
い
よ
う
に
。

口
事
実
関
係
の
説
明
は
正
確
に

相
談
内
容
の
事
実
関
係
が
実
態

と
違
っ
て
い
る
と
、
全
く
別
な
答

え
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事

実
関
係
の
説
明
は
正
し
く
。

日
複
雑
な
相
談
は
面
接
で

簡
単
な
相
談
は
な
る
べ
く
電
話

で
。
し
か
し
、
取
引
内
容
や
事
実

関
係
の
複
雑
な
問
題
に
つ
い
て
の

ご
相
談
は
税
務
相
談
室
へ
直
接
お

働
日
本
税
務
協
会

側
日
本
税
務
協
会
は
、
国
の
委

託
を
受
け
て
、
小
企
業
者
の
記
帳

指
導
、
税
知
識
の
普
及
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

松
山
支
所

置
九
三
一
千
l
ニ
八
一
六

税
金
電
話
相
談
会
訪
日
)

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
l
は
、
電
話

で
の
相
談
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が

自
動
的
に
回
答
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、

身
近
な
税
金
の
問
題
な
ど
現
在
の

コード コード名

1800 /'¥ート収入はいくらまで税金がかからないか

1120 医療費を支払ったとき

1190 所得がいくらまでなら配偶者控除が受けられるか

1239 住宅取得等特別控除を受けるための手続

1213 マイホームを新築や購入したとき

1122 医療費控除の対象となる医療費

2514 /'¥-トやアルバイトの源泉徴収

1210 マイホームの取得と所得税の特典(住宅取得等特別控除)

1195 配偶者の所得に応じて更に受けられる特典(配偶者特別控除)

1180 扶養控除

ーー・+ー.....

利用件数の多いコード番号

10月の納税
町県民税 第3期

国民健康保険税第4期

納税期限 11月2日(月)



ツベルクリン反応検査・BCG接種
回 開

問れ※み等て 予毒防 結 ま B て時ルベか検
いばご、の、詳 核 B すo C 、間クるつ査ツ

令目 、不量説」亨接種手防帳 しL の C G 陰 後 リ 査 検 九 モはベjレ
せ量雪明し明 容えで尭 G 接性にンでど、ク
下 な下を す;病接 種の判注すうヲ下、 結リ
さ点さょ にを種を場定射 核ン

いでがし;く っ 防は 行合をのツをに h昼じ、
。 お あ 読 い ぐ、 いにし 48ベ調か

ツベルクリン反応検査 2ツ反判定及びBCG接種
日程 対象者 l暴l日程 内容

11月10日
平成10年3月1日~ l l 

同国 信恒砂日4今11月 杢1昨 きり平成10年7月31日生まれ吟1l11月12日
(火)

及び4歳未満の未検査児 l l 同 再検査

11月17日 11月12日ツベルクリン反応 1l 1 l11月19日t⑭弓⑬(火) 検査の結果陽性の乳幼児、 l吟l 同
直E今保健相談|再検査|及び、4歳未満の未検査児

場所 町民会館 -母子健康手帳

時間
午後2時~2時30分 持参品 -重信町発行の予防接種手帳(予診票)

(時間厳守) -印鑑 ・体温計

10 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
婦
直
通
電
話

富
九
六
四
1
l
四

一
七
O

広報しげのぶ

脳
卒
中
は
、
再
発
す
る
と
寝

た
き
り
や
痴
呆
に
な
る
可
能
性

が
高
い
病
気
で
す
。
し
か
し
、

日
頃
の
食
事
や
生
活
を
工
夫
す

る
こ
と
で
、
再
発
が
予
防
で
き

ま
す
。
こ
の
教
室
で
病
気
に
つ

い
て
学
習
し
た
り
、
日
頃
の
生

活
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
今
ま
で
に
脳
卒
中
を
起

こ
さ
れ
た
方
と
そ
の
家
族

場
所
町
民
会
館

申
し
込
み
先

松
山
中
央
保
健
所
健
康
増
進
課

富
九
四
一

l
一
一
一
一

締
め
切
り
十
月
十
六
日
幽

主
催
松
山
中
央
保
健
所

ま
た
は

富
九
六
回
|
二
O
O
一
間

内
線
三
二
・
一
二
一

一一

も
う
す
ぐ
マ
マ
と
な
る
皆
さ

ん
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
つ
い

て
の
悩
み
や
不
安
を
み
ん
な
で
話

し
合
っ
た
り
、
情
報
交
換
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

次
の
と
お
り
、
母
親
学
級
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
下

さ
い
。

現
在
妊
娠
中
の
方
及
び

そ
の
家
族

場
所
町
民
会
館

時
間
午
後
一
時
三
十
分
土
二
時

参

加

費

無

料

申
し
込
み
締
め
切
り

十
月
二
十
九
日
肘

対
象

10月はf高年齢者雇用促進月間jです"“....“

月 日 内 が合n 

11月4日(7]<)
座談会と講義
「妊娠中の体と心の変化一快適生活一」

11月11日休)
座談会と講義
「子供服・育児用品を上手に選ぶJ

11月20日(金) 座「妊談娠会中との講栄義養、陣痛を乗り切るために」

11月25日(水) 育「先児輩座お談母会さんと一緒に…」

未定(希望日) 座「お談父会さと実技
夜間に行います。 ん出番です一赤ちゃんのお風呂ー」

月 日 時間 内 n台h 

13:30-14:30 講演「脳卒中とは」

10月22日附
講師 池川内科神経内科

院長 池JII 真一

14:30-15:00 座鵠ロ〈A23Z 

13:30-14:30 「心も体もリフレッシュ」

11月26日嗣
ーレクリエーション・

栄養相談など一

14:30-15:00 座談会

健康改善教室

fとれで脳寧申もこわくないj
11月10日ω
午後l時30分~3時

ウエルケア重信

見た、聞いた。脳卒中の実際。

実体験から脳卒中予防・健診・

治療の大切さを学ぶ

講師重信町福祉課保健婦

申し込み締め切り 11月6日幽

日時

場所

内容

a‘ 

「

1
1
1
1
1
1
J
F

‘
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EE----------------------------
冒・・

• 

1
1
J
 



‘EE
・I
・--EE--EE--EE--EE--EE--EE
・I
・--E
E
-
-
E
J

一

婦

人

会

一

一

側
い
う
ら
製
作
所
を
訪
ね
て

一

一

初
夏
の
某
目
、
婦
人
会
員
三
を
後
ろ
に
移
動
す
る
方
法
で
、

一

・

十
名
は
、
来
た
る
べ
く
高
齢
社
介
助
人
の
力
に
頼
ら
な
い
で
一

・

圃

会
に
備
え
て
重
信
町
工
業
団
地
人
で
乗
り
か
え
で
き
る
車
椅
子
」

帽

-

に
あ
る
、
介
護
福
祉
機
器
製
作
な
か
で
も
「多
く
の
入
手
を
要
す

-

J

所
側
「
い
う
ら
」
を
見
学
し
た
。
る
病
人
の
移
動
が
、
一
人
で
楽

べ

国
ご
多
忙
の
な
か
小
林
課
長
さ
ん
に
乗
せ
か
え
出
来
る
ス
ト
レ
ッ

園

田
か
ら
会
社
の
概
要
を
説
明
し
て
チ
ャ

i
」
は
本
年
春
、
特
許
庁
長

・

岨

い

た

だ

い

た

。

官

賞

を

受

け

ら

れ

た

。

こ

の

よ

・

-

ま
ず
、
介
護
用
品
は
「
安
全
で
う
に
多
種
多
様
の
機
器
の
ア
イ
デ

-

l

あ
る
こ
と
。
」
「
日
本
は
畳
の
部
屋
ア
は
、
社
長
さ
ん
自
ら
の
ご
体
験
l

-

が
多
く
、
体
の
清
潔
を
保
つ
の
か
ら
生
ま
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

-

-

に
、
シ
ャ
ワ
ー
で
は
な
く
お
風
独
居
老
人
の
約
八
十
%
が
女

圃

.

呂
に
入
る
習
慣
が
あ
る
の
で
対
性
で
あ
り
、
介
護
は
ほ
と
ん
ど

・

一

策
が
必
要
で
あ
る
こ
と
o
」

女

性

の

手

で

行

わ

れ

て

い

る

現

-

・

例
え
ば

「入
浴
介
助
の
リ
フ
在
、
体
力
を
要
す
る
介
護
に
機

・

圃

ト
」
「
段
差
の
解
消
に
、
車
椅
子
器
の
力
を
借
り
て
、
共
倒
れ
に

-

E

の
電
動
昇
降
機
」
「
ボ
タ
ン
の
操
な
ら
な
い
よ
う
、
介
護
に
当
た

-

一

作
に
よ
っ
て
、
好
み
の
体
位
に
り
た
い
と
思
う
。

~

-

方

向

が

変

え

ら

れ

る

介

護

用

ベ

(

会

長

藤

岡

佑

子

)

『

一

ッ
ド
」「
車
椅
子
の
車
輪
の
側
面

圃

-E----EE---EE--E
・E
・----E
，
....... EE----E--------E
・E
・--EE----

阜畢以辺三己

可
女
性
4
4

一
だ
よ
り
一

11 

a-EE----------------------EE--
------
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4 
写開
司-

12 広報しげのぶ

』以ずのぶ 一一 一

云国際音楽企日記念話 呼 三転
14子よT夕、ーアンサンブルのタベ
「柚人jバロック，室内アンサンブル

室内楽のタベ
四国フィルハーモニー管弦楽団

1O/17(Z) 
1O/24(Z) 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

町
民
会
館
内

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

冨
九
六
四
|
一

五
0
0
間

⑤
九
六
回
!
五
O
二
五

開場午後7時 間演

町民会館大ホール

大人1，000円(当日 1，200円)

小学生~高校生5∞円(当日600円)

(1枚のチケットで17日・ 24日とも入場できます。)

しげのぶ国際音楽の日実行委員会 共催重信町 ・重信町教育委員会

午後7時30分時間

場所

入場料

催主

F

歩
い
て
み
よ
う
!

重
信
の
歴
史
の
道
を
d

日

時

十

月
十
八
日
間

午
前
九
時
i
午
後
二
時

(
雨
天
実
施
)

内
容

町
内
に
今
も
残
る
金
見
羅

道
・讃
岐
街
道
・林
街
道
の
う
ち

大
洲
へ
通
じ
て
い
た
金
見
羅
道
と

そ
の
遺
跡
を
訪
ね
て
、
南
野
田

か
ら
横
河
原
ま
で
を
歩
き
ま
す
。

午
前
九
時
町
民
会
館
集
合
。
(
電

車
・徒
歩
で
南
野
田
公
民
館
へ
)

十
時
南
野
田
公
民
館
出
発
。
午

測
・田
窪
・志
津
川
を
経
由
し
て

横
河
原
橋
ま
で
徒
歩
(
約
五
回
)
。

河
川
敷
で
昼
食
。
(
電
車
で
町
民

会
館
へ
)
午
後
二
時
解
散
。

講
師
重
信
史
談
会
副
会
長

和

田

章

先

生

参
加
資
格
町
内
在
住
の
小
・中
・

高
校
生
の
親
子

募
集
人
数
七
家
族
(
先
着
順
)

持
参
品
弁
当

・
水
筒

・
雨
傘
等

申
し
込
み
締
め
切
り
日

十
月
十
五
日
側

十
月
士
一
百
同

午
後
七
時
三
十
分
1

テ
ー
マ

あ
な
た
の
想
像
力
の
翼

を
広
げ
て
豊
か
な
表
現
力
を
育

て
ま
し
ょ
う

1
音
読

・
朗
読

を
楽
し
み
な
が
ら
i

②
日
時

十

月

二
十
日
同

午
後
七
時
三
十
分
1

テ
l
マ

聞
き
手
を
魅
了
し
温
か

く
包
み
込
む
あ
な
た
の
話
術
を

目
指
し
て
!

ー

一
歩
進
ん
だ

豊
か
な
話
術
が
あ
な
た
の
魅
力

を
倍
加
さ
せ
る
1

講
師

元
南
海
放
送
ニ
ュ
ー
ス
キ

ヤ
ス
タ
l

・
南
海
放
送
学
苑
講

師

・
県
生
涯
学
習
推
進
講
師

山

崎

全

正

先

生

場
所
町
民
会
館
第
一

・二
研
修
室

募
集
人
数

二
十
名

受

講

料

無

料

※
今
年
度
初
め
て
参
加
す
る
方
は
、

事
前
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

①
日
時

「
民
謡
民
舞
公
演
」

平
成
十
年
度
県
民
総
合
文
化
祭

が
、
十
一
月
七
日
か
ら
二
十
九
日

ま
で
の

二
十
三
日
間
に
わ
た
り
、

「未
来
へ
つ
な
げ
文
化
の
か
け
は

し
」
を
テ
l
マ
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

十
一

回
目
を
迎
え
る
今
回
は
、

県
下
七
市
六
町
を
会
場
と
し
、
当

町
で
は
「
民
謡
民
舞
公
演
」
が
催

さ
れ
ま
す
。
日
本
各
地
に
伝
わ
る

唄
や
踊
り
に
和
楽
器
の
合
奏
も
加

え
て
、
郷
土
色
豊
か
で
、
華
や
か

な
民
謡
民
舞
の
祭
典
を
繰
り
広
げ

ま
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ

、ν日
時

-

場
所

-つ

内
容〔

第
一
部
〕
四
国
の
海
山
紀
行

以

〔
第
二
部
〕
器
楽
合
奏

ま

〔
第
三
部
〕
全
国
祝
唄
め
ぐ
り

し

入
場
料

無
料

こ

(
た
だ
し
、
入
場
整
理
券
が
必
要
)

』つ

問
い
合
わ
せ
先

よ

愛
媛
県
生
活
文
化
部
文
化
振
興
課

い

冨
九
四
五

i
二
八
五
O

な

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

-え

富
九
六
四
|
一
五
O
O
附
与

十
一
月
二
十
八
日
出

午
後
一
時
1
(開
演
)

町
民
会
館
大
ホ
l
ル

a‘ 
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in重信町-

11/1~日1)~11/3ω

再認以年二三

一輝いて今、ときめいて
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震忌毒事傷慶彊醸
町民会館・図書館・歴史民俗資料館・農林業者トレーニングセンター

重信町文化協会

重信町・重信町教育委員会

場

催

催

会

主

共

醍
.
場

A

前売券1，000円

(当日 1，500円)

(良い映画を観る会)

11月2日(月)
映画「ユキエ」倍賞美津子主演

①午前10時~11時30分入場料
②午後 2時~ 3時30分

③午後 7時~ 8時30分

主

11月3日(火)
ふるさとのひびき

一太鼓とバンドのフェスティバルー

午後2時30分~

〈出演〉

・町内保育所 ・幼稚園園児 ・保母さんグループ

・消防太鼓 ・長浜嵐太鼓

・町内バンドグループ他

11月1日(日)
開会式午前9時30分~

芸能合同発表会午前10時~

音楽祭

大正琴 ・重信少年少女合唱団

重信コ ーラス ・童謡の会 ・モダンダンス

子供ス トレッチ・南吉井小学校金管バンド

重信中学校吹奏楽部

歌謡 ・吟剣詩舞道・舞踊

民謡

スポーツダンス 午後7時~

大

ホ

ル

午前10時~

午後l時 ~

午前9時~正午

11月1日(日)

11月2日(月)

11月2日(月)

11月3日(刈

お茶会

文芸大会

囲碁大会

将棋大会

そ
の
他

車
場
誌
に
土
昨
し
辺
み
下
さ
し
〈

11月1日(日1)-11月3日(火)
午前8時30分~午後9時

・一般作品展示 町民会館

(書道 ・写真 ・水墨画 ・手工芸 ・絵画 ・間芸・

子供陶芸 ・華道・山草・菊花展 ・リハビリ教室)

・児童生徒作品展

農林業者トレーニングセンター

・特別展示 町民会館

(JA重信町20年の歩み・道前道後平野農業水利事業)

11月1日(日)
バザー

午前10時~午後2時

婦人会 ・福祉課 ・となかい

ばっぽの家 ・陶芸教室

ライオンズクラブ ・生活改善グループ

保健栄養推進 ・郵便局・女性塾

商工会 ・アカシアの会

馬主

車
作
昂
展
示

11月3日(火)
消防フェスティバル

午後1時30分"-2時30分

ハシゴ車体験乗車

消防クイズ等

場

冨
カ
メ
匝
一
五
C
C
れ
K
一

"“"““野犬にfえさjを

十
一
月
八
日
間

午
前
九
時
l

守
後
四
時
三
十
分

場
所
町
民
会
館
一
階
娯
楽
室

主
催
町
文
化
協
会
囲
碁
教
室

問
い
合
わ
せ
先

冨
九
六
四

l
九
五

一
八

(
山
内
博
)

日
時



14 五韮以年~

知
っ
て
い
ま
す
か
?

「
人
権
を
大
切
に
す
る

心
を
育
て
る
」
保
育

平
成
九
年
四
月
一
日
、
厚
生
省

は
全
国
の
都
道
府
県
、
指
定
都
市

及
び
中
核
市
に
対
し
て
、
「
人
権
を

大
切
に
す
る
心
を
育
て
る
」
保
育

に
つ
い
て
、
と
い
う
通
知
を
だ
し

牢
4
?
しれ~。

こ
れ
は
、
地
域
改
善
対
策
協
議

会
の
意
見
具
申
「
同
和
問
題
の
早

期
解
決
に
向
け
た
今
後
の
方
策

の
基
本
的
な
在
り
方
に
つ
い
て
」

〔
平
成
八
年
五
月
〕
、
こ
の
意
見
具

申
を
ふ
ま
え
た
「
人
権
擁
護
施
策

推
進
法
」
〔
平
成
八
年
十
二
月
〕
、
さ

ら
に
、
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国

連
十
年
」
に
関
す
る
圏
内
行
動
計

画
(
中
間
ま
と
め
)
〔
平
成
八
年
十
二

月
〕
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
子
ど
も
、

特
に
乳
幼
児
の
人
権
の
尊
重
及
び

保
護
を
目
的
と
す
る
取
り
組
み
を

重
視
し
た
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
の
留
意
事
項
と
し
て
、

次
の
五
つ
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

要
約
し
ま
す
と
、

一
保
育
所
は
、
人
間
形
成
の
基

礎
で
あ
る
大
切
な
時
期
の
大
半
を

過
ご
す
場
で
あ
る
の
で
、
家
庭
や

地
域
社
会
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、

子
ど
も
が
健
康
で
安
全
で
安
定
し

て
生
活
で
き
る
環
境
を
用
意
し
、

現
在
と
将
来
を
精
い
っ
ぱ
い
生
き

る
力
を
培
う
こ
と
を
目
標
と
し
て

保
育
を
行
う
こ
と
。

二
乳
幼
児
期
は
、
心
身
の
成
長

発
達
が
著
し
く
、
し
か
も
個
人
差

が
大
き
い
の
で
、
子
ど
も
の
発
達

の
過
程
や
生
活
環
境
に
留
意
す
る

こ
と
。
特
に
、
配
慮
を
要
す
る
子

ど
も
に
つ
い
て
は
、
家
庭
と
の
連

携
の
も
と
、
子
ど
も
の
健
康
、
基

本
的
生
活
習
慣
、
社
会
性
や
言
葉

の
発
達
な
ど
日
常
生
活
の
基
礎
事

項
に
つ
い
て
子
ど
も
が
十
分
に
身

に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
保
育
を

行
う
こ
と
。

三
一
子
ど
も
は
大
人
に
よ
っ
て
生

命
を
守
ら
れ
、
愛
さ
れ
、
信
頼
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
自

身
も
人
を
愛
し
、
信
頼
す
る
よ
う

に
な
る
こ
と
。

そ
の
た
め
、
人
と
の
か
か
わ
り

の
中
で
、
人
に
対
す
る
愛
情
と
信

頼
感
や
人
権
を
大
切
に
す
る
心
を

育
て
る
と
と
も
に
、
自
主
、
協
調

の
態
度
や
社
会
性
の
芽
生
え
を
培

う
こ
と
を
目
指
し
て
保
育
を
行
う

こ
と
。

四
子
ど
も
の
能
力
や
個
性
は
、

一
人
一
人
の
人
格
が
尊
重
さ
れ
る

集
団
の
中
で
ヲ
」
そ
発
揮
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
差
別
を
生
ま

な
い
人
間
守
つ
く
り
に
努
め
る
と
と

も
に
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
思
い

や
り
と
協
調
性
に
富
み
、
い
じ
め

や
差
別
を
生
ま
な
い
、
お
互
い
の

人
権
を
尊
重
し
合
え
る
人
間
に
育

て
る
と
と
も
に
、
異
な
っ
た
文
化

を
も
っ
た
人
た
ち
と
共
生
で
き
る

人
間
と
し
て
自
立
で
き
る
よ
う
保

育
を
行
う
こ
と
。

五
人
権
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
る
た
め
に
は
、
保
育
所
の
先
生

や
保
護
者
自
ら
が
、
あ
ら
ゆ
る
場

を
通
じ
て
人
権
問
題
に
つ
い
て
正

し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
る
努
力

を
す
る
こ
と
。
以
上
で
す
。

「
剖
時
間
保
育
」
と
い
う
一
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
保
育
所
の
保
母
さ
ん

が
M
時
間
、
子
ど
も
の
め
ん
ど
う

を
み
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

保
育
所
と
家
庭
と
地
域
社
会
と

が
協
力
し
合
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
子
ど
も

の
健
全
な
成
長
発
達
に
取
り
組
む

こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
に
「
人
権
を
大
切
に
す

る
心
を
育
て
る
」
た
め
に
は
、
何

と
い
っ
て
も
大
人
で
あ
る
私
た
ち

自
身
が
、
子
ど
も
た
ち
の
良
き
お

手
本
と
な
る
こ
と
が
大
切
で
は
な

い
で
し
ょ
、
っ
か
。

も
っ
と
も
っ
と
号
供
を
知
ろ
う

重
信
町
い
じ
め
・
登
校
拒
否
問
題
対
策
連
絡
会
議

地
域
(
地
域
住
民
)
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
・
・
・
提
言

2

前
月
は
、
重
信
町
い
じ
め

・
登

い

行

事

を

組

み

合

わ

せ

た

校
拒
否
問
題
対
策
連
絡
会
議
の
提
魅
力
あ
る
地
域
行
事
の
年

三一
口
と
し
て
「
家
庭
(
親
)
は
ど
う
閤
計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

す
れ
ば
よ
い
か
」
を
お
知
ら
せ
し
五
地
域
行
事
に
、
年
齢
に

ま
し
た
。
今
回
は
、
地
域
の
皆
さ
応
じ
た
役
割
を
与
え
る
な

ん
へ
の
提
言
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ど
し
て
、
中

・
高
校
生
に

な
っ
て
も
参
加
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
工
夫
し

ま
し
ょ
う
。

六
区
の
協
議
会
に
、
膏
少

年
の
健
全
育
成
に
関
す
る

議
題
を
取
り
入
れ
、
組
長

さ
ん
を
通
じ
て
住
民
全
体

に
運
動
の
輪
を
広
げ
ま
し

ょ・つ。

一
「

O
O君
(
さ
ん
)
お
は

よ
う
己
と
声
か
け
が
で
き

る
よ
う
、
ま
ず
、
組
内
の

子
供
の
名
前
を
覚
え
ま
し

ょ
w

つ。

ニ
子
供
た
ち
が
、
地
域
で

豊
か
な
遊
び
を
積
み
重
ね

ら
れ
る
よ
う
、
す
べ
て
の

大
人
が
、
そ
れ
を
見
守
り

励
ま
し
、
育
て
て
い
き
ま

し
ょ
・
つ
。

三
異
年
齢
集
団
の
活
動
を

活
発
に
す
る
た
め
、
ま
ず

集
団
登
校
の
グ
ル
ー
プ
を

大
切
に
育
て
て
い
き
ま
し

ょ切っ。

四
伝
統
的
な
行
事
と
子
供

の
ニ

i
ズ
に
応
え
る
新
し

町
内
で
は
、
今
、
青
少
年
の
健
全

育
成
の
た
め
の
具
体
的
な
行
動
が
、

各
地
区
で
起
こ
り
始
め
ま
し
た
。

あ
る
地
区
で
は
、
二
学
期
当
初
か

ら
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
よ
る
「あ
い

さ
つ
運
動
」
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
無
理
の
な
い
形
で
町
内
に
広

が
り
、
そ
れ
が
υ
日
常
化
以
し
て
い

く
こ
と
を
心
よ
り
期
待
し
ま
す
。

「
声
か
け
運
動
」
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

対策推進月間Jです"“....“

a‘ 



利用権設定等促進事業は、作れない農

地を担い手農家に貸して、農地の有効利

用と中核的農家の育成を図ることを目的

に実施しています。

安易な口約束による農地の貸借は、ト

ラブルのもととなりますが、 sこの事業を

利用すれば、簡単な手続きで貸借権等を

設定でき、約束の期隈がくれば、離作料

などを支払うことなく確実に返してもら

えます。

詳細は、次のとおりです。この事業の

利用促進のために、各地区に農地流動化

推進員がいます。(下表参照)農地の黛

借の仲介をしてくれますので、お気軽に

ご相談下さい。

広報しげのぶ

"作れない農地を

家へ"
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地 区 氏 名 電話番号

山之内
和田 明 964司 0686

杉)]( ギ; 964-5222 
恒岡 光行 964-6652 

樋 口 和田 隆夫 964-6675 
藤田 't雪['L、 964-3531 
佐伯清美 964-6474 

7E2津:111 
宮倉和良 964時 6481 I 
大西喜良 964-0661 

商 |司
和田 豊重 964-6989 

見奈良
j也)11 尊控: 964-0720 
吉良照幸 964-3731 

田 窪
高須賀 f恵 964-8190 
渡部 勝 964-8077 
八木里美 964-8665 

牛 i刈
露口 俊孝 964-8653 
高須賀正幸 964-0785 
山口 宗広 964-3839 

南野田
樋口 正憲 964-8498 

渡部朝憲 964欄 8594
高見和政 964-8328 

北野田
安井 安 964-8587 
相原俊一 964-8391 
牧 秀官 964-3960 

上. 林
森 謙朗 964句 8401

山内 光 964-8904 
越智 高徳 964“0490 

森 忠能 964-2656 
下 林 森 博 964-5957 

森 長昭 964-2576 
永井雅敏 964明 5590

，上 キナ
石丸敏雄 964-9861 
門田 手宅 964四 2685

i度辺 茂 955-0222~り
農 協 加藤徳昌 ク

川合 i悶 イP

(専門員) 八木秀徳 イ〉

農地流動化推進員

一
、
対
象
と
な
る
土
地

原
則
と
し
て
市
街
化
区
域
外
の

農
地

ニ
、
対
象
と
な
る
権
利
の
種
類

貸
借
権
、
使
用
貸
借
権
、
所
有
権

三
、
貸
し
手
の
資
格
要
件

特
に
な
し

四
、
借
り
手
の
資
格
要
件

-
農
業
に
よ
っ
て
自
立
し
よ
う
と

す
る
意
欲
と
能
力
を
有
す
る
と

認
め
ら
れ
る
者
。

-
農
業
の
経
営
面
積
(
申
し
出
分

も
含
む
)
が
、
五
反
(
五
、

0
0

02m)
以
上
あ
る
こ
と
。

-
農
地
が
、
都
市
計
画
法
で
定
め

る
市
街
化
区
域
外
に
あ
る
こ
と

0

・
借
り
手
の
年
間
農
業
従
事
日
数

が
、
一
五
O
日
以
上
で
あ
る
こ
と
。

五
、
貸
借
期
間

貸
し
手
借
り
手
双
方
の
話
し
合

い
に
よ
り
任
意
に
決
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

六
、
借
賃
の
基
準
等

借
賃
は
、
農
業
委
員
会
が
定
め

る
標
準
小
作
料
を
基
準
に
、
双
方

の
話
し
合
い
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

金
銭
以
外
の
も
の
(
米
)
で
定
め
る

こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
を
金

銭
に
換
算
し
た
額
が
標
準
小
作
料

に
相
当
す
る
よ
う
に
定
め
ま
す
。

標
準
小
作
料

(
m
a
当
た
り
)

上

回

二

五

、

0
0
0
円

中

田

二

二

、

0
0
0
円

下

回
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、

0
0
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円

七
、
公
課
等
の
負
担
区
分

双
方
の
話
し
合
い
に
よ
り
決
定

し
ま
す
が
、
通
常
は
次
の
と
お
り

で
す
。固

定
資
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・
:
:
:
:
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貸
し
手

水

利

費
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借
り
手

件"“"“ 10月は、 f犬の危害防止

共

済

費

j
i
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-
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-
借
り
手

八
、
制
度
の
メ
リ
ッ
ト

付
農
地
の
貸
借
に
つ
い
て
、
農

地
法
の
許
可
が
い
ら
な
い
た
め

簡
便
で
す
。

ω約
束
の
期
限
が
く
れ
ば
、
離

作
料
を
支
払
う
こ
と
な
く
確
実

に
返
し
て
も
ら
え
ま
す
。

白
契
約
期
間
中
は
、
安
心
し
て

耕
作
で
き
、
契
約
を
更
新
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

九
、
申
請
手
続
等

年
二
回
、
六
月

一
日
と
十

一
月

一
日
に
公
告
し
貸
借
が
開
始
し
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
一
ヵ
月
前
ま
で
に

申
出
書
を
役
場
産
業
課
に
提
出
し

て
下
さ
い
。

申
出
用
紙
は
、
産
業
課
に
あ
り

ま
す
。

富
九
六
回
|
二
O
O
一間

内
線
四
三
四



Information 

法律の一部改正により、 9月1日か

ら土地売買等の届出をする場合、 事

前届出制(契約の6週間前)から事

後届出制(契約締結後2週間以内)

になり ました。

面積については別表のとおりです。

• • • • :法人土地基本調査・法人建物調査に

・ご協力ください。

11月に、全国の約49万の法人を対

象に「法人土地基本調査及び法人建

物調査」が行われます。

この調査は、我が国の法人におけ

る土地の所有や利用の状況、建物の

現況などについて調査するもので、

その結果は、統計資料として公表さ

れるほか、土地政策の立案のための

・基礎資料などとして活用されます。

調査対象法人の皆様には、 10月末

までに調査票が郵送されますので、

所定の事項を記入して、 11月30日ま

でに返送してください。

皆様のご協力をお願いします。

立す 象 区 域 面 平責

市街化区域 2，OOOrri以上

その他の都市計画区域 5，OOOrri以上

都市計画区域外 10，OOOrri以上

•••••••••••••••• 

※ただし、届出区域によって取扱が

異なることがあります。

問い合わせ先

役場都市整備課

冨964-2001杓

下記の業者を10月1日付けで重信

町給水装置工事業者に追加指定しま

した。

①有限会社 日野水道

松山市清住2丁目 1066番地4

富952-5252

:e株式会社石丸総合設備

・ 松LlI市来住町1490番地11

:箇958-3削

: ¢松本水道工業株式会社

・ 松山市山越3丁目5番37号

:窟924-4858
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璽964-2734

窟964-3834

窟964-0211

窟964-6492

冨964-8127

• 

重信まごころ銀行に次の方から金

一封を寄付下さいました。温かい善

意ありがとうございます。(敬称略)

〈香典返し〉

高木友一 (田 窪)亡母 ・マサヨ

森 若松(樋口)亡妻 ・みね子

平岡秀一(田 窪)亡父 ・進

武智由貴(志津川)亡父 ・茂

束村武夫(南野田)亡妻 ・美代子

大北忠則(午湖)亡父 ・友近

大北静雄(午湖)亡父 ・徳治郎

渡部陪三(田 窪)亡父 ・猪之吉

• 

• 

10月11日(日)から 17日(土〉までの1週

間は 「行政相談週間」です。

この週間行事の一環として、当町

でも、総務庁長官から委嘱された行

政相談委員が、次のとおり行政相談

所を開設致しますので、この機会に

お気軽にご利用下さい。

相談は無料で、秘密は固く守られ

ます。

日 時 10月8日(木)

午後l時~午後3時

場所町民会館

行政相談委員水田 賓

※道路、社会福祉、公害、職員の応

接態度の改善等行政サービスの改

善に関する意見・要望など

•••••••••••••••• 
10月は

『土地月間j
地価公示価格等に関する書

類は、県庁・役場等で閲覧で

きます。

(役場都市整備課)



之んな之~O あんな之~α 圃

育

しミ

し3

給

分

毎

月

メ〉
口

.ft.d 
'1'口

C 

し

敬
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日
を
前
に
し
た
九
月
十

一

日
、
和
田
町
長
が
九
十
五
歳
以
上
の

お
年
寄
り
を
訪
問
し
、
長
寿
を
お
祝

内」曹

い
し
ま
し
た
。

i
ー

そ
の
中
の
お
一
人
、
森
サ
ワ
ヨ
さ

祝

ん
(
上
林
)
は
、
今
年
め
で
た
く
昔

、
コ

歳
を
迎
え
ら
れ
ま
す
。
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AM日
孫
に
固
ま
れ
て
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活
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る
森
さ
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は
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ま
だ
ま
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だ
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囲
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散
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寿

す
る
の
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日
課
に
な
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て
い
る
そ
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:
で
す
。

E
g
「
好
き
嫌
い
な
く
何
で
も
食
べ
て
く

れ
ま
す
。
」
と
ご
家
族
の
方
。

森
さ
ん
は
、
町
内
で
四
番
目
の
高

齢
者
で
す
。

山
之
内
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
l
グ
ル
ー

プ
「
ヤ
ボ
の
会
」
が
、
地
元
・
木
地
に
炭

窯
を
作
り
ま
し
た
。

今
年
二
月
に
と
り
か
か
り
、
こ
の

趣
向

度
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っ
と
初
窯
出
し
を
迎
え
ま
し
た
。

1
4

初
窯
の
炭
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四
五
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図
も
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り
大

成
功
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富
山

昔
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、
山
之
内
地
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も
炭
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き
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1

主
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で
あ
り
、
会
員
た
ち
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が
窯
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作
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、
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を
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な
が
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昔
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知
り
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新
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作
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。
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も
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催
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。
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。
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現在
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圃‘

満1歳砂
かずき

天野司基くん
(H9.10.5生)牛潟l

「缶、日ちゃれtr丈将き目玉
司基くれ、早く抗争tC
元~1\つ(6:・U$JペるといUね。
2れか内主拐日ちゃれとゆdiく。J
(父・浩司 母・博子)

(H9.10訓生)北野田

「いつ色箕顔。草人君。

訪日ちゃれEち(2
白け7CJ;L¥く弓o

丈きくおってね。J
(父・俊明 母・ひとみ)

満3歳までのお子様を募集しますl
dヘJ、J、ノ、ノ¥ノ¥ノ¥ノ¥ノ、ノ、J、J、J、ノ、ノ、J¥/¥/¥ノ¥J

掲載ご希望の方はお誕生月の前月 10日までに、写真に
保護者のコメントを添えて役場町民課までお送り下さい。

大ごみ(横河原区のみ)

戸籍の窓 (9月10日までの届出分)

お誕生おめでとう お悔やみ申し上げます
住所 出生児 保護者 生年月日 住所 氏名 年令 死亡日

下林 青森持両 俊也 8・3 南野田 明賀正村 73 8・10

横河原 近藤佑希乃 和明 8 . 7 樋口 森みね子 87 8・10

野田2丁目 菅野幹夫 和久 8・9 南野田 束村美代子 86 8 . 14 

上村 高須賀と友も美み 伸治 8・14 田 窪 平岡進 77 8 . 16 

樋口 佐伯H青菜 等 8 . 15 山之内 宇高ハマヨ 95 8 . 18 

野田3丁目 窪田経ヰ 直樹 8 . 18 志津川 渡部やえの 49 8・19

横河原 土居彩あや夏か 秀貴 8 . 18 志津川 田井野親一 83 8・20

野田3丁目 河野1Cili 敦 8・19 山之内 渡部専太郎 90 8・22

牛湖 永山虎太朗 和夫 8・20 牛 ì~J 大北徳治郎 89 8・24

見奈良 日野雄太 ペ'目止?互口王 8・21 田 窪 細川瀞夫 59 8・24

樋口 坪井悠人 敬文 8・21 見奈良 椛島マキ 75 8 .26 

牛淵 岩田 れ玲いん
真純 8 .23 南野田 樋口キヨ子 88 8・27

田窪 安部崩t 辰也 8 .25 志津川 稲田フミヱ 86 8・27
見奈良 下原あかり 英樹 8・27 上林 森シズ子 80 9・9
志津川 森戸穂高 浩明 8・31

山之内 渡部百合子 78 9・9
野田1丁目 瀬野美み紗さ希 浩志 9・8

樋口 篠藤議希 孝 9・9

燃やさないごみ(ぺットボトル、その他燃やさないごみ)(横河鹿区を除〈町内全地区)

大ごみ(田窪団地区のみ)

争言語長官::::::::[支:面五:到肩弄:年i2持
宮内病院 松山市北梅本町宮975ー0091

移動図書館車(山

粗大ごみ(横河原・田窪団地区を除く町内全地区)

移動図書館車(志津川、八反地、西岡、田窪、牛j刻、自衛隊官舎)
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1ごみ(ペットボトル、その他燃やさないごみ)(横河原区

番医西本整形外科

しげのぷ国際音楽の日記念コンサート(2)119:30~ 
「四国フィルハーモニー管弦楽団
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